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最
近
の
婦
人
科
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
に
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

話
題
が
あ
り
ま
す
。
当
初
、
高

額
の
た
め
そ
れ
ほ
ど
普
及
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
内
で

接
種
が
開
始
さ
れ
た
２
０
１
０

年
以
来
、
予
想
外
に
普
及
し
、

公
費
負
担
も
行
き
渡
り
、
中
学

生
の
接
種
も
増
え
、
全
国
的
に

ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
と
い
う

よ
う
な
事
態
が
起
き
た
ほ
ど
で

す
。
子
宮
頸
が
ん
が
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
16
型
、
18
型

に
対
す
る
抗
体
を
作
る
こ
と
に

よ
り
、
感
染
を
防
ぎ
、
子
宮
頸

が
ん
の
予
防
に
役
立
て
よ
う
と

い
う
画
期
的
な
予
防
方
法
で
す

が
、
接
種
す
る
上
で
の
い
く
つ

か
の
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
ワ
ク
チ
ン
は
頸
が
ん

の
原
因
全
て
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
、
子

宮
頸
が
ん
の
予
防
が
で
き
る
の

は
60
〜
70
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
後
も
定
期

的
な
が
ん
検
診
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
こ
の
ワ
ク
チ
ン
で
６
年

程
度
は
抗
体
価
が
持
続
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後

の
効
果
は
未
確
定
で
す
。
さ
ら

に
、
既
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
て

い
る
場
合
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
原
因
で

前
癌
病
変
に
な
っ
て
い
る
場
合

に
こ
れ
ら
を
治
癒
さ
せ
る
効
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ
ク
チ
ン
を

打
て
ば
子
宮
頸
が
ん
を
完
璧
に

防
げ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
へ
の
理
解
が
必
要

で
す
。

　

次
に
ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
年
齢

で
す
が
、
最
も
望
ま
し
い
の
が

11
〜
14
歳
で
、
初
回
性
交
前
に

行
う
の
が
理
想
的
で
す
。
公
費

助
成
が
こ
の
年
代
に
主
に
行
わ

れ
て
い
る
の
も
、
限
ら
れ
た
財

源
を
最
も
有
効
に
使
い
た
い
た

め
で
す
。
こ
れ
以
降
に
打
つ
の

が
無
意
味
な
わ
け
で
は
な
く
、

15
〜
45
歳
の
女
性
に
対
し
て
も

接
種
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

既
に
性
交
渉
が
あ
っ
て
も
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
未
感
染
で
あ
れ
ば
、
接
種

す
る
意
味
は
あ
る
の
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
回
数
は
、
初
回
、

最
初
の
接
種
か
ら
１
か
月
後
、

６
か
月
後
の
３
回
で
す
。

　

一
般
の
ワ
ク
チ
ン
と
同
様
、

過
去
に
同
じ
注
射
で
重
篤
な
副

作
用
が
あ
っ
た
方
は
打
て
ま
せ

ん
。
注
射
当
日
、
発
熱
が
あ
る

な
ど
体
調
が
悪
い
方
も
控
え
た

ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
。
ワ
ク

チ
ン
は
ウ
イ
ル
ス
の
た
ん
ぱ
く

を
基
に
作
ら
れ
、
感
染
性
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
含
ん
で
い
な
い
の
で
感
染

力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
妊
娠
中

は
免
疫
力
が
低
下
し
ま
す
の

で
、
接
種
を
控
え
る
ほ
う
が
望

ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

注
射
部
位
の
発
赤
、
発
熱
、
疲

労
、
筋
肉
痛
、
頭
痛
等
が
主
な

副
作
用
で
す
が
、
他
の
ワ
ク
チ

ン
と
異
な
り
、
多
く
の
方
が
注

射
部
位
の
痛
み
を
強
く
感
じ
る

よ
う
で
す
。
注
射
後
に
こ
れ
が

原
因
と
考
え
ら
れ
る
失
神
を
起

こ
す
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る

の
で
、
注
射
後
は
30
分
ほ
ど
横

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
し
ょ
う
。

▼
対
象　
「
満
３
歳
〜
６
歳（
平

成
18
年
４
月
２
日
〜
平
成
21
年

４
月
１
日
生
ま
れ
）
の
幼
児
」

と
そ
の
母
親
ま
た
は
父
親
※
過

去
の
受
賞
者
は
対
象
外
▼
応
募

方
法　
「
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、生
年
月
日
、郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
か
か
り
つ

け
（
ま
た
は
最
寄
り
の
）
歯
科

医
院
」
を
は
が
き
に
記
入
し
郵

送
で
、
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に

記
入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
す
る

▼
応
募
期
限　

６
月
22
日
㈮
必

着
▼
口
腔
診
査　

応
募
者
に
送

付
さ
れ
る
口
腔
診
査
票
等
を
持

参
し
、
歯
科
医
師
会
会
員
の
歯

科
医
院
で
６
月
29
日
㈮
ま
で
に

口
腔
診
査
を
受
け
る
▼
入
賞

最
優
秀
者
１
組
、
優
秀
者
４
組

▼
表
彰　

第
21
回
茨
城
県
民
歯

科
保
健
大
会
（
11
月
11
日
㈰
県

歯
科
医
師
会
館
）
で
表
彰
予
定

▼
応
募
・
問
合
先　

茨
城
県
歯

科
医
師
会　

８
０
２
０
事
業
係

〒
３
１
０-

０
９
１
１　

水
戸

市
見
和
２-

２
９
２　

☎
０
２

９
・
２
５
２
・
２
５
６
１

　

生
活
に
彩
り
を
添
え
る
も
の

づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月
〜
11
月
の
原
則

第
１
・
３
火
曜
日
（
全
８
回
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
※
開
講

式
は
７
月
３
日
㈫
▼
対
象　

市

内
在
住
・
在
勤
の
方
▼
定
員

10
人
※
超
過
の
場
合
抽
選
▼
内

容　

ガ
ラ
ス
板
、ア
ク
リ
ル
板
、

鏡
な
ど
に
、カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
・

リ
ー
ド
線
（
鉛
）
を
貼
っ
て
作

品
を
つ
く
り
、
手
軽
に
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
楽
し

む
（
フ
ォ
ト
ス
タ
ン
ド
、
ク
リ

ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
、
花
瓶

な
ど
）
▼
講
師　

吉よ
し
だ田

恵め
ぐ
み

氏

▼
参
加
費　

無
料
※
材
料
代
、

道
具
代
は
自
己
負
担
（
１
回

１
５
０
０
円
程
度
）
▼
申
込
方

法　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
、
ま
た
は
窓

口
に
返
信
用
は
が
き
を
持
参
し

申
し
込
む
▼
申
込
締
切　

６
月

18
日
㈪
必
着

▼
申
込
・
問
合
先　

文
化
会
館

〒
３
０
２-

０
１
０
４

守
谷
市
久
保
ケ
丘
１-

19-

２

☎
48
・
７
９
１
１

取
手
市
医
師
会
健
康
教
室

取
手
市
医
師
会
健
康
教
室

子
宮
子
宮
頸頸け

い
け
い

が
ん
ワ
ク
チ
ン

が
ん
ワ
ク
チ
ン

平
成
平
成
2424
年
度　

親
と
子
の

年
度　

親
と
子
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

文
化
会
館
講
座

文
化
会
館
講
座

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
体
験
教
室

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
体
験
教
室

募　　集

募　
　

集

●
守
谷
市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎

48
・
６
０
０
０
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


